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炉物理計算における V&Vの課題と解決
座長：多田 健一 (JAEA)
2018年3月27日(火) 13:00 〜 14:30  F会場 (U2棟 U2-211)
 

 

総合討論
炉物理分野では長年に亘って炉心解析システムの検証及び妥当性確認(V&V)を実施してきており，炉心解析システ
ムの信頼性の向上に貢献している。日本原子力学会では，炉心解析システムのV&V標準として，2015年に「シ
ミュレーションの信頼性に関するガイドライン：2015(AESJ-SC-A008：2015)」を発行し，今後は本ガイドライ
ンに沿った形で炉心解析システムのV&Vを進めていくことが期待される。そこで本企画セッションでは，今後の
炉物理分野のV&Vの発展に役立てるため，炉物理分野でのV&Vの現状と今後の課題について整理する。


